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論文内容の要旨






第 2 章では本研究の基礎となる拡散反射測定の理論，およびTLC と 2-DE における定量と同定の
問題点について述べると共に，デンシトメトリー装置開発の意義について述べた。











第 6 章では紫外，可視域に吸収特性の無い物質を近赤外の吸収を利用してTLC プレート上で直接定
量した結果について述べた。検量線の相関係数で約 0.999 以上，再現性は同一プレートで 2.5%，プレー
ト間で 3.5 % (いづれも n = 10) と従来の発色後の可視デンシトメトリーと同等以上の結果が得られた。







試料中の複雑な構成成分物質を簡便に分離できる薄膜クロマトグラフィ (TL C) や高分離機能を





























以上のように，本論文は，現在広く用いられている TLC や 2-DEなど展開型分離分析の定量や同
定の精度を大きく向上させるための光学的検出方法を提案すると共に装置の検討と応用面について論
じたもので計測工学，分析科学の分野に寄与するところが大きし、。よって，本論文は博士論文として価
{直あるものとして言忍める O
